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第７１回岡山実験動物研究会例会 
 
平成28年 6月 25日(土)午後1時 30分から
午後5時40分まで就実大学図書館5階ＡＶホ
ールで工藤季之先生・古林呂之先生(就実大薬
学部)のお世話で開催された。 
 この日は土曜日で、さらに天候が心配され
たが、受付で記帳された参加者数は 34名であ
った。 
国枝哲夫会長による開会のあいさつの後、
一般講演が行われた。一般講演 1は「ラット
脳下垂体隆起部の新規生理機能の探索」と題
して相澤清香先生ら(岡山大院自然科学研究
科生物科学専攻・埼玉大院理工学研究科生命
科学系専攻）が講演され、司会は松山 誠先生
(重井医学研究所分子遺伝部門)が担当された。 
一般講演 2は「マウス子宮内膜における
TGF-β遺伝子の発現制御」と題して吉田すみ
れさんら(岡山大院自然科学研究科)が講演さ
れ、司会は目加田和之先生(岡山理科大理学
部）が担当された。   
一般講演 3「カフェインによる鼻炎抑制作
用について」と題して辻本まどかさんら(ノー
トルダム清心女子大人間生活学部食品栄養学
科・岡山大院医歯薬学総合研究科)が講演され、
司会は目加田和之先生が続けて担当された。 
 一般講演 4 は「ウシ精巣からの精原幹細胞
採取の試み」と題して永原知樹氏ら(岡山大院
環境生命科学研究科)が講演され、一般講演 5
は「ブタ卵母細胞中のミトコンドリア細胞内
分布の変化」と題して、葛原大貴氏ら(岡山大
院環境生命科学研究科)が講演され、2題の司
会は工藤季之先生(就実大薬学部)が担当され
た。 
一般講演 5が終了した後、休憩を取った。 
その後、事務局から会務報告があった。な
お、会務報告は平成 28 年度第 1回理事会の記
載内容（55～56 頁）を参照下さい。 
会務報告後、特別講演 1に移った。 
 特別講演１は「ラットを用いた薬物の経鼻 
吸収実験と吸収動態解析」と題して古林呂之 
先生(就実大薬学部薬物動態学研究室)が講演 
され、司会は林 泰資先生（ノートルダム清心 
女子大院人間生活学研究科）が担当された。 
 特別講演 2は「ニワトリの食欲調節機構に 
関するこれまでの研究と今後の展望」と題し 
て本田和久先生(神戸大院農学研究科)が講演 
され、司会は竹内 栄先生（岡山大院自然科学 
研究科）が担当された。 
  
 
 
                 本研究会 HPより引用 
上段左より 相澤先生、吉田氏、辻本氏 
下段左より 永原氏、葛原氏、古林先生、 
本田先生 
その後、就実大学Ｖ館地下カフェテリアに会
場を移して懇親会が持たれた。はじめに、国枝
哲夫会長のあいさつがあった後、名誉会員の倉
林譲先生から乾杯のご発声があり、講師、参加
者、会員相互の親睦、交流を深めた。閉会のあ
いさつは平成 27 年 3月に就実大学を定年退職
され、就実大学名誉教授の須藤鎮世先生がなさ
れた。研究会例会及び懇親会は世話役の工藤季
之先生・古林呂之先生並びに学生さんのご協力
で、無事執り行うことができた。 
なお、閉会のあいさつをされた須藤先生は平
成 19 年 11月 30 日(金)、ピュアリティまきび
で開催された第 54 回研究会で「性決定機構・
性判別の研究から出発して ～マウス、トゲネ
ズミ、ウシ等に関するトピックス～」と題して
特別講演をなされており、その要旨は会報第
25号 12-19 頁(平成 21年 3月発行)に掲載され
ている。 
一般講演１ 
ラット脳下垂体隆起部の新規生理機能の探索 
相澤清香 1、坂井田初季 2、坂田一郎 2、 
坂井貴文 2、御輿真穂 1、竹内栄 1、高橋純夫 1 
1 岡山大学大学院自然科学研究科生物科学専
攻,2 埼玉大学大学院理工学研究科生命科学
系専攻 
 哺乳類の脳下垂体は、神経性下垂体の後葉と
腺性下垂体の前葉、中葉、そして隆起部から構
成される。隆起部は、下垂体前葉が口吻側へ伸
び、正中隆起の下を覆うようにして存在する薄
い細胞層である。本研究では隆起部の生理的役
割を明らかにすることを目標としているが、隆
起部は非常に微小な組織であるため研究が行
い難く、いまだその生理機能が明らかになって
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いない。隆起部にはメラトニン受容体が高発
現していることが古くから知られており、さ
らには生物時計を作り出す時計遺伝子の発現
に日内リズムが認められ、それは光環境の変
化に依存することから、隆起部は外部環境の
日周的、季節的なメッセージを生体内へ仲介
する重要な役割をもつのではないかと考えら
れてきた。また実験動物として用いているラ
ットの隆起部は甲状腺刺激ホルモン産生細胞
と濾胞星状細胞から構成されることが古くよ
り知られている。 
 我々のこれまでの検討により、隆起部にお
ける甲状腺刺激ホルモン発現には日内リズム
が見られ、それは暗期に松果体より分泌され
るメラトニンにより抑制的に制御されること
で形成されていることを明らかにした。さら
に隆起部の甲状腺刺激ホルモン産生細胞は、
甲状腺刺激ホルモンだけでなく、ペプチドホ
ルモンであるニューロメジンＵも高発現して
おり、明期に高く暗期に低くなる日内リズム
を示すことを明らかにした。また、レーザー
マイクロダイセクションを用いて隆起部を回
収しマイクロアレイ解析をしたところ、その
他にも多くの因子を産生している可能性が示
唆された。隆起部は解剖学的に脳底に位置し、
直接に脳脊髄液に接している。そのため、こ
れら隆起部で産生される甲状腺刺激ホルモン、
ニューロメジン U などといった因子は、直接
に脳脊髄液中に放出され、脳に作用している
可能性を考えている。 
一般講演２ 
マウス子宮内膜における TGF-β遺伝子の
発現制御 
吉田すみれ，相澤清香，御輿真穂，竹内 栄 
高橋純夫 
岡山大学大学院自然科学研究科  
［研究背景・目的］マウスの子宮内膜は単層
の上皮細胞と多層の間質細胞によって構成さ
れている。子宮内膜上皮細胞と間質細胞の増
殖は、発情周期（排卵周期）に伴い変動して
いる。子宮内膜間質細胞の増殖は卵巣ステロ
イドホルモンである Estradiol-17β（E2）と
Progesterone（P4）によって協調的に促進され
るが、その詳細なメカニズムは不明である。
そこで、培養した子宮内膜間質細胞の増殖を
促進することが本研究室で明らかになってい
る TGF-βs（トランスフォーミング成長因子
-βs）に注目した。本研究では、E2 や P4 を投
与したマウスの子宮内膜細胞における TGF-β
遺伝子の発現変化を解析することによって、
子宮内膜間質細胞の増殖メカニズムの解明を
試みた。 
［方法］はじめに子宮におけるTGF-βのmRNA
発現変化を明らかにするため、E2 や P4 を投与
したマウスの子宮におけるTGF-βsのmRNA発
現を Real-Time PCR によって解析した。次に、
子宮内膜間質細胞特異的なTGF-βsのmRNA発
現変化を明らかにするため、培養した間質細胞
に E2 や P4 を投与し、TGF-βs の mRNA 発現を
解析した。 
［結果］子宮に発現する TGF-β ファミリーで
ある TGF-β1、TGF-β2、TGF-β3 のうち、ホル
モン投与により子宮において mRNA 発現が増
加したのは TGF-β1 と TGF-β2 であった。さら
に TGF-β2 の mRNA は、培養した子宮内膜間
質細胞においてもホルモン投与により増加し
た。両実験における TGF-β2 の mRNA は E2 単
独投与、E2 及び P4 投与により有意に増加し、
E2 単独投与のとき最も増加した。 
［考察］本実験から、E2 や P4 による子宮内膜
細胞の増殖制御を担う因子はTGF-β2である可
能性が強く示された。先行研究より、子宮内膜
間質細胞の増殖は E2 と P4 によって促進され
るが、E2 のみによっては促進されない。しか
しながら本実験において、子宮内膜間質細胞の
増殖促進効果を持つ TGF-β2 の mRNA は、E2
単独投与によって最も増加した。これらの結果
から、TGF-β2 が子宮内膜間質細胞の増殖促進
に関与していることに加えて、子宮内膜におけ
る TGF-β2 の作用発現には P4 が必要であるこ
とが示唆された。 
一般講演３ 
カフェインによる鼻炎抑制作用について 
辻本まどか 1，佐伯綾希子 1，城山明花 1， 
春名香里 1，秀浦麻友 1，北村弥生 1， 
杉本幸雄 2，白神俊幸 1，林 泰資 1 
1ノートルダム清心女子大学・人間生活学部・ 
食品栄養学科, 2岡山大学大学院医歯薬学総合 
研究科 (薬学系) 
【目的】コーヒーや緑茶の主成分であるカフェ
インは抗アレルギー作用を有し，この作用はマ
スト細胞からのヒスタミン遊離抑制作用など
に基づくことが報告されている。最近我々は，
コーヒー成分の機能性を研究する中で，カフェ
インが卵白アルブミンによって感作した鼻炎
モデルマウスのアレルギー症状を抑制するこ
とを観察した。カフェインは，マスト細胞への
作用のほかに幾つかの薬理作用を有すること
から，本研究ではカフェインの鼻炎抑制作用に
ついて，新たな作用機序を検索することを試み
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た。このために，ヒスタミン誘発鼻炎モデル
マウスを作製し，中枢興奮薬としてのカフェ
インの作用に着目して検討した。 
【方法】6 週齢の BALB/c 系雌性マウスを使
用した。生理食塩水に溶解したヒスタミンを
マウスに点鼻し，ヒスタミン誘発鼻炎モデル
マウス作製のためのヒスタミン投与量を決定
した。カフェインは，生理食塩水に溶解して
腹腔内投与あるいは点鼻投与した。60 分後に
ヒスタミンを点鼻投与して，くしゃみと鼻か
き回数を観察した。また，カフェイン投与か
ら 60 分後にマウスを断頭し，血漿を採取し
た。血漿中のコルチコステロンとアドレナリ
ン・ノルアドレナリン濃度を，それぞれ，EIA
キットと HPLC-ECD を用いて測定した。 
【結果と考察】ヒスタミン点鼻量の検討の結
果，本研究では 1 μmol/μl のヒスタミン溶液
2 μl を鼻炎モデルマウス作製に使用した。カ
フェインを腹腔内投与すると，ヒスタミン点
鼻による鼻かきとくしゃみ回数は減少した。
しかし，カフェインを点鼻投与した場合は，
鼻炎症状に効果を示さなかった。一方，カフ
ェインの腹腔内投与は，血漿中のコルチコス
テロンおよびアドレナリン・ノルアドレナリ
ン濃度を増加させた。これらのホルモンは，
抗アレルギー作用を示すことから，カフェイ
ンの鼻炎抑制作用にはマスト細胞への作用の
ほかに，これらのストレス関連ホルモンの関
与が考えられる。 
一般講演４ 
ウシ精巣からの精原幹細胞採取の試み 
永原知樹、若井拓哉、舟橋弘晃 
岡山大学大学院環境生命科学研究科 
【目的】精原幹細胞は、精子形成を半永久的
に遂行するために必要不可欠な細胞であり、
未分化な精原細胞中に混在しており、自己複
製能および精原細胞への分化能を合わせ持っ
ている。また、精原幹細胞の胚盤胞内への注
入によって、生殖系列キメラを産生すること
が可能であることが報告されており、ES 細胞
が未樹立の家畜種で特異的遺伝子ノックアウ
ト個体作出への適用が期待されている。しか
し、精巣中の精原幹細胞の割合は 0.02~0.03 %
と極めて少ないことが推定されており、精巣
から効率よく精原幹細胞を単離する手法の確
立が課題となっている。そこで本研究では、
ウシ精巣から精原幹細胞を効率良く採取する
方法の検討を行った。 
【方法】精巣は 4～6 ヶ月齢の雄ウシから採取
した。採取した精巣は白被膜を除去後に精細
管を細切し、各種酵素（1 mg/ml collagenase、1 
mg/ml hyaluronidase、1 mg/ml trypsin、5 µg/ml 
DNase）処理を行った。得られた細胞懸濁液を
70 µm 径及び 40 µm 径のフィルターを用いて
ろ過分離後に、Differential Plating (DP)による体
細胞除去処理を行い、不連続密度勾配遠心法 
(Percoll 法) によって精原細胞を濃縮した。実
験１：酵素処理液への hyaluronidase 添加が精
原細胞濃縮前の生存細胞数に及ぼす影響を検
討した。実験２：hyaluronidase を含む酵素懸濁
液での処理後、異なる濃度勾配 (A  20% / 28% 
/ 40% の 3段階 : B 、20% / 28% / 30% / 40% の
4段階) を用いたPercoll法が生存精原細胞の採
取効率に及ぼす影響について検討した。精原細
胞の生存は Trypan Blue 染色により評価した。
実験３：実験 1 及び 2 で検討した条件下で分離
した精原細胞を未分化マーカーである Oct-3/4
の発現に対して同抗体を用いて免疫蛍光染色
を行い、採取した精原細胞中の Oct-3/4 陽性細
胞の含有率を調べた。 
【結果】実験１：hyaluronidase 添加区の生存細
胞数(9.72±1.51×105 cells/ml)は、無添加区のそれ
(4.33±0.32×105 cells/ml)より有意に高かった 
(P<0.05)。実験２：Percoll の濃度勾配 A 法の
28/40%分画から 2.48±0.80×103 cells/ml、B 法の
28/30%分画および 30/40%分画からそれぞれ
3.82±0.64 × 103 cells/ml および 1.78±0.62×103 
cells/ml の生存精原細胞を回収することができ
たが、A 法と B 法での生存精原細胞採取効率
に有意な差はなかった (P>0.05)。実験３：採取
した生存精原細胞中に占める Oct-3/4 陽性細胞
率は、 hyaluronidase を含む酵素処理後に
8.7±1.1%であったのに対して、DP による体細
胞除去処理後には 14.7±4.5%、Percoll 法による
濃縮分離後には B 法の 28/30% 分画で
75.5±5.8%および 30/40%分画で 50.8±12.5% で
あった。 
 以上の結果から、若齢ウシ由来の精細管を細
切して得た懸濁液を hyaluronidase 含有酵素混
和液にて処理後に、DP による体細胞除去処理
を行い、更に 4 段階 (20% / 28% / 30% / 40%) 
の Percoll 法による濃縮分離を実施することに
よって、未分化精原細胞を効率よく採取できる
ことが明らかになった。今後は、Oct-3/4 だけ
でなく精原幹細胞特有の抗体も用いてさらな
る同定とこれらによって得られた精原幹細胞
の継代培養系の確立を目指す予定である。 
一般講演５ 
ブタ卵母細胞中のミトコンドリア細胞内分布
の変化 
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葛原大貴、若井拓哉、舟橋弘晃 
岡山大学大学院環境生命科学研究科 
【目的】哺乳動物胚の体外生産には、主に直
径 3-6 mm の中卵胞（MF）由来卵丘細胞-卵
母細胞複合体（COCs）が用いられる。しか
し卵巣中には、直径 3 mm 未満の小卵胞（SF）
がより多く存在するものの、それら由来
COCs 中の卵母細胞の体外成熟（IVM）能は、
MF 由来のそれらより低いことが知られてい
る。哺乳動物の健全な卵成熟には、卵核胞期 
(GV 期)から第二減数分裂中期（MⅡ期）への
減数分裂の進行（核成熟）と、それに同調し
て起こる細胞質の変化（細胞質成熟)が必要で
ある。しかし、それらは独立した事象である
ことが示されており、核成熟が完了しても、
細胞質成熟が不完全な場合、十分な発生能が
得られないことが知られている。細胞質成熟
は、細胞小器官の局在・機能変化を伴い、特
にエネルギー生産に関わるミトコンドリアの
変化は重要であると考えられる。本研究では、
細胞質成熟との関連から、異なる直径の卵胞
に由来する卵母細胞中のミトコンドリアが
IVM 前後でその局在をどのように変化させ
るかを観察した。 
【材料および方法】屠場由来ブタ卵巣表層の
MF および SF から採取した COCs を実験に
使用した。GV 期卵母細胞は採卵直後のもの
を、MⅡ期卵母細胞は 44 時間の IVM 培養後
に第 1 極体の放出を確認したものを実験に供
した。卵母細胞周囲の卵丘細胞と透明帯を除
去し、卵母細胞のミトコンドリア及び DNA
を そ れ ぞ れ MitoTracker Green-FM と
Hoechst 33342 で染色後、共焦点レーザー走
査型蛍光顕微鏡下で観察した。 
【結果】卵母細胞質のミトコンドリアの局在
は、４つのパターンに分類できた（Ⅰ；細胞
膜直下のみに分布、Ⅱ；細胞膜周辺に分布、
Ⅲ；細胞膜周辺に偏在、Ⅳ；細胞質全体に分
布）。COCs 採取直後の SF 由来 GV 期卵母細
胞では、パターンⅠに分類される割合（31.6
±12.8％）が MF 由来卵母細胞のそれ（56.7
±23.3％）に比べ有意に低かった（P<0.05) 。
また、パターンⅢに分類された SF 由来卵母
細胞の割合（34.6±3.1％）が MF 由来のそれ
ら（ 15.0± 7.9％）より有意に高かった
（P<0.05) 。この時期には、パターンⅣのミ
トコンドリア局在を示す卵は観察されなかっ
た。IVM 培養後の MⅡ期卵母細胞では、パタ
ーンⅠ、Ⅱ、Ⅳで、MF 及び SF 由来卵間に
有意差は認められなかったが、パターンⅢに
分類されたSF由来成熟卵母細胞の割合（28.3
±8.2％）が MF 由来卵のそれ（40.0±10.5％）
よりも有意に低かった（P<0.05）。MF 由来成
熟卵母細胞の多く（43.7±8.7％）は、パター
ンⅡに局在していた。 
以上の結果から、MF 由来卵母細胞と SF 由
来卵母細胞のミトコンドリア細胞内局在には
大きな隔たりがあることが明らかになった。ま
た、MF 由来卵母細胞が SF 由来卵母細胞より
高い成熟能及び受精後の初期発生能を示すこ
とから、GV 期卵母細胞では、細胞膜直下にミ
トコンドリアが局在し、MⅡ期には細胞膜周辺
に局在することが重要と考えられる。今後、卵
細胞質内ミトコンドリアの局在を指標にした
IVM 培養系の改良が、卵母細胞の細胞質成熟
を更に促進し、体外受精卵由来の産仔生産効率
を高めることが期待される。 
特別講演１ 
ラットを用いた薬物の経鼻吸収実験と 
吸収動態解析 
古林呂之 
就実大学 薬学部薬学科 
鼻腔粘膜の表面積は三つの鼻甲介により拡
大されており、呼吸の際、外部から吸気する空
気は鼻甲介に接触することで体温の 75％程度
まで加温される。これは、鼻粘膜下に毛細血管
網が発達しているが故の機能であるが、この豊
富な血流は薬物吸収にとっても好条件となっ
ている。さらに鼻粘膜から吸収された薬物は消
化管及び門脈を介さずに全身循環血中に移行
するため初回通過効果を受けやすい薬物の投
与部位として、また、比較的分子量の大きな薬
物についても良好な吸収を示すことからペプ
チド性医薬品などの投与部位として注目され
てきた。鼻腔への投与は注射のように投与時の
痛みを伴わず、投与自体が簡便なことから、要
介護患者や嚥下困難な高齢患者及び消化器疾
患等で経口摂取できない患者に対して介護者
による投与が可能であり、患者の QOL 改善を
考える上でも有用な投与方法である。 
鼻粘膜上皮層は、多数の繊毛を有する繊毛細
胞、繊毛を持たない非繊毛細胞、粘液を分泌す
る杯細胞などから構成され、鼻粘膜表面は杯細
胞から分泌される糖タンパク質（ムチン）を含
有する粘液層で覆われている。この粘液層は、
繊毛細胞の繊毛が周期的に繰り返す前後運動
を駆動として外鼻孔から咽頭方向に移動する。
繊毛細胞による粘液層の移動は mucociliary 
clearance（MC）と呼ばれ、鼻腔内に浸入した
病原体や花粉などのアレルゲン、埃などを咽頭
から消化管へ移行させる、あるいは痰として排
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除する生体の防御システムとして機能してい
る。鼻粘膜の前部に付着した異物が後鼻腔に
到達する時間は約 10－15 分とされているが、
鼻腔内に投与された薬物及び製剤もこの MC
により鼻腔から咽頭側へ排出され、その後、
消化管に移行する。胃酸や消化酵素に対して
不安定な薬物や消化管粘膜及び肝臓における
初回通過効果を受けやすい薬物など、消化管
吸収が望めない薬物にとっては MC による鼻
腔からの排出の影響が鼻腔内投与後の吸収率
を決定する大きな要因となる。 
このように、鼻腔内投与後の薬物吸収の特
徴は吸収性の異なる 2 つの部位、つまり、鼻
腔と消化管から吸収されることであるが、ラ
ットによる薬物経鼻吸収性評価の報告の多く
では、Hirai らの方法に代表されるように、吸
収部位を鼻腔内に限定するために MC による
排出機能は反映されず、薬物の鼻粘膜に対す
る吸収性に焦点が絞られてきた。それに対し
て我々は、生理条件下における吸収動態を詳
細に検討することを目的として、MC を確保
したラットによる実験手法並びにその解析法
を系統的に検討し、得られた経鼻吸収性と培
養細胞層に対する薬物の膜透過性の関係から、
ラット経鼻吸収性を推定できるシステムを構
築した。ヒトへの外挿という点では乗り越え
るべき障壁は残されているが、鼻腔内投与型
医薬品としての開発の可能性を評価できる動
物実験の代替システムとして、これまでの研
究の一端を紹介させて頂く予定である。 
特別講演２ 
ニワトリの食欲調節機構に関するこれまでの
研究と今後の展望 
本田 和久 
神戸大学大学院農学研究科 
1. はじめに 
先進国のヒトにおいて、栄養過多による肥
満が問題となっているように、現代の肉用鶏
（ブロイラー）においては、体脂肪の過剰蓄
積や脂質代謝異常が問題となっている。ここ
で、ヒトにおいては、食事の制限と適度な運
動が肥満の予防・改善の為の有効な手段とさ
れているが、ブロイラーにおいては、運動負
荷によるエネルギー消費の促進は飼料の浪費
を意味する。それ故、鶏肉の生産効率を考え
れば、ブロイラーの飼料摂取量が、骨格筋は
増加するけれども無駄な脂肪は付かない程度
の適正範囲内に留まるよう、満腹感を適度に
誘導することが望ましい。世界中の家禽研究
者がニワトリの食欲調節に関する研究に取り
組んでいるのは、概ねこのような理由からであ
る。 
2. ニワトリの食欲調節機構に関するこれま
での研究 
ニワトリの食欲調節に関する研究結果は、必
ずしも哺乳動物における結果と一致しない。例
えば、食欲促進ぺプチドであるオレキシンおよ
びメラニン凝集ホルモンの脳室内投与は、ニワ
トリの摂食量を増加させないこと、食欲抑制ペ
プチドであるα-、β-及びγ-メラニン細胞刺激
ホルモン（MSH）のうち、ニワトリにおいて
はα-MSH の作用が特に強力であること、哺乳
動物においてグルカゴン様ぺプチド（GLP）-1
受容体を介して食欲を抑制するとされるオキ
シントモジュリンは、ニワトリにおいてはグル
カゴン受容体を介して摂食量を減少させるこ
とが示唆されていること等が挙げられる。また、
哺乳動物においては、脂肪組織から分泌され、
脳に生体の貯蔵エネルギー量を伝達する食欲
抑制ホルモンである「レプチン」の働きによっ
て、一定量の体脂肪量が維持される“長期的な
食欲調節機構”が存在するが、最近、種々の鳥
類において、脂肪組織におけるレプチンの発現
量が極めて少ないことが次々に報告されてい
る。更に、哺乳動物においては、空腹時に胃か
ら分泌され、脳に胃内容物の量を伝達する食欲
促進シグナルである「グレリン」の働きによっ
て、一定量の消化管内容物が維持される“短期
的な食欲調節機構”が存在するが、ニワトリに
おいては、グレリンの投与は摂食量を減少させ
ることが明らかにされている。このように、中
枢食欲調節機構における神経ペプチドの働き
や、末梢の臓器・組織から脳へ送られる食欲調
節シグナルの生理的役割は、哺乳動物とニワト
リの間で根本的に異なることが強く示唆され
る。 
3. 今後の展望 
哺乳類は体脂肪を貯蔵するよう進化し、鳥類
は体重を軽くするよう進化してきたとすれば、
体脂肪量と密接に関係する食欲調節機構が、こ
れらの動物種間で異なることは当然のことか
もしれない。今後、ニワトリの中枢食欲調節機
構を制御する新規の食欲調節ホルモン等が見
出され、得られた結果に基づきブロイラーの満
腹感を適度に誘導する方法が見い出されるこ
とが望まれる。本講演では、そのための新たな
研究の方向性について紹介したい。 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
第７２回岡山実験動物研究会例会  
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平成28年 12月 9日(金)午後1時 30分から
午後 5時 40 分まで加計学園 50 周年記念ホー
ル (岡山理科大学)で愛甲博美先生、目加田和
之先生のお世話で開催された。 
受付で記帳された参加者数は学生諸氏を含
めて 48 名であった。今回は特別講演 1に愛甲
博美先生の授業の受講者(一年次学生) 50 名
が参加された。 
会長の国枝哲夫一先生から開会のあいさつ
があり、その後、特別講演に移った。特別講
演 1 は「腸内フローラ研究におけるノトバイ
オ―ト技術の貢献と進展」と題して森田英利
先生（岡山大院環境生命科学研究科・動物応
用微生物学）が講演された。司会は理事の山
下広美先生（岡山県立大・保健福祉学部・栄
養学科）が担当された。 
特別講演1終了後、15分間の休憩を取った。 
その後、会長から会務報告があった。その詳
細は平成 28 年度第 2 回理事会(56～58 頁)の
記載内容をご覧下さい。続いて、中四国地区
動物実験施設連絡協議会世話人の樅木勝巳先
生(本研究会理事)から12月16日(金)に岡山大
学自然科学生命科学研究支援センター動物資
源部門鹿田施設 1 階多目的研修室で開催され
る中四国地区動物実験施設連絡協議会の開催
趣旨や企画内容などについて紹介があった。  
 その後、特別講演 2が行われた。「遺伝子改
変マウスを利用した生体内間葉系幹細胞の階
層性の理解」と題して宝田剛志先生（岡山大
院医歯薬学総合研究科・組織機能修復学分野）
が講演された。司会は常務理事の安藤元紀先
生（岡山大院教育学研究科・細胞生理学研究
室）が担当された。  
 
           本研究会 HP より引用 
上段左より 国枝会長、森田先生、宝田先生、 
      織田先生、中段 会場の聴講者  
下段の左右 例会後の懇親会で織田先生と.... 
下段中央 国枝会長から織田先生への花束贈呈 
記念講演は「ミュータント系実験動物育種と
野生動物の実験動物化」と題して元岡山実験動
物研究会会長の織田銑一先生（元岡山理科大学
教授）が講演された。司会は会長の国枝哲夫先
生（岡山大学院環境生命科学研究科・動物遺伝
学）が担当された。講演終了後、国枝会長から
織田先生に花束が贈呈された。 
その後、岡山市内の素晴らしい夜景が見渡せ
る岡山理科大学 A2 号館 8号館ラウンジに会場
を移して懇親会が持たれた。はじめに、国枝哲
夫会長からあいさつと乾杯の発声があり、講師、
参加者、会員相互の親睦、交流を深めた。閉会
のあいさつは前会長で記念講演をされた織田
銑一先生がなされた。研究会例会、懇親会とも
に岡山理科大学の教職員、学生諸氏の皆様方の
ご協力、ご参加をいただいたお蔭で、盛会のう
ちに行うことができた。 
特別講演１ 
 腸内フローラ研究におけるノトバイオート
技術の貢献と進展 
森田英利 
岡山大学大学院環境生命科学研究科  
動物応用微生物学 
SPF（Specific Pathogen Free）あるいはコ
ンベンショナルな環境下で飼育された実験動
物を用いた研究により偉大で有益な成果が報
告されてきた。一方、常在細菌がフローラを形
成しているマウスでは、経口投与した細菌（細
菌フローラ）が定着しなかったり、経口投与し
た細菌（細菌フローラ）のみの影響かどうかを
判定することが困難な場合があるため、腸内フ
ローラ研究における大きな障害となっていた。
ノトバイオートマウスとは無菌（Germ-free）
マウスにアイソレータの中で特定の細菌のみ
を植菌し細菌フローラをもつマウスであるが、
ノトバイオートマウスを用いることで、生体に
対する腸内フローラの影響に関する研究が蓄
積してきた。 
本講演では、演者が関与しノトバイオートマ
ウスを用いた下記の研究成果について紹介す
る。 
①プロバイオティクス乳酸菌のつくる抗菌物
質ロイテリンの in vivo 検出 1） 
  Lactobacillus reuteri JCM 1112 の全ゲ
ノムを解析し本菌株のもつロイテリンの産
生経路を明らかにした上で、無菌マウスに、
ロイテリンの産生遺伝子破壊株と親株をそ
れぞれ経口投与した。それらの盲腸内容物か
らNMR法によりロイテリンをin vivo検出し
た。 
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②腸管出血性大腸菌 O157 による腸管バリア
機能増強による感染防御 2） 
 Bifidobacterium の比較ゲノム解析から
O157 感染防御に関する遺伝子群を推定し
た。その遺伝子破壊株によるノトバイオー
トマウスを作出し、O157 感染防御と酢酸の
関与を認めた。 
③17 菌株のヒト腸内細菌による制御性 T
（Treg）細胞の形成 3） 
  ヒト腸内フローラを経口投与したノトバ
イオートマウスを用いた実験により、生体
における Treg 細胞の形成にヒト腸内細菌
叢の 17 菌株が関与していることを確認し
た。 
④17 型ヘルパーT（Th17）細胞がヒト腸内細
菌によって誘導されるメカニズム 4） 
   生体での Th17 細胞の形成には、細菌の腸
管接着による刺激が必須条件であることを、
ノトバイオートマウスを用いた研究により
明らかにした。 
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特別講演２ 
遺伝子改変マウスを利用した生体内間葉系
幹細胞の階層性の理解 
宝田剛志 
     岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  
組織機能修復学分野 
組織幹細胞の階層性 (hierarchy) や系譜
(lineage)の分子理解は、組織の形成/恒常性維
持、その破綻による病態を理解することや、
ES/iPS 細胞を利用した目的細胞に向けての適
切な分化誘導技術の構築に必須である。間葉系
幹細胞（Mesenchymal Stem Cell, MSC）は、間
葉系細胞(骨、軟骨、脂肪組織)を構成する細胞
への多分化能を有する組織幹細胞である。従来
の MSC 研究では、骨髄や脂肪組織等から回収
した細胞を培養皿上にて増殖させ、その細胞を
MSC として研究に使用している。この実験系
では、生体内の MSC の性質が再現していると
は言い難く、MSC の個体レベル(in vivo)での性
質の多くは謎に包まれている。つまり、MSC
からの各分化細胞への階層性/系譜の分子的理
解は、造血幹細胞のそれとは異なり、ほとんど
進んでいないと言える。この現状では、間葉系
組織の再生医療や、間葉系組織の恒常性破綻に
よる病態を真に理解することは難しい。 
 生体の MSC を理解するには、MSC にて決定
的に必須な因子を人為的に個体レベルで操作
する技術が必要である。私達は、MSC での骨
芽細胞分化に必須の因子である R u n x 2 
(Runt-related transcription factor-2）に注目した。
Runx2 全身性欠損マウスでは、間葉系組織であ
る骨が全く形成されず、出生後まもなく死亡す
る。つまり、特定の細胞にて Runx2 遺伝子を
欠損させることのできるマウスを開発すれば、
どのような MSC が骨を形成するのに必須なの
かを個体レベルで調べることができると考え、
Cre/loxPシステムを利用したRunx2floxマウスを
独自に開発した。同マウスでの遺伝学的解析と
フローサイトメトリー改正を組み合わせた解
析結果から、Prx1 と Sca1 が共陽性な MSC が
最も幹細胞性の高い MSC であり、まず Sca1
陰性となり、次に Prx1 陰性な Osterix 陽性細胞
となり、そして成熟した骨芽細胞となる、とい
う骨形成への分化過程の詳細を明らかにした。
また、Prx1+Sca1+細胞から Prx1-Sca1-Osx+細胞
になる段階までの間に、Runx2 が骨形成のうえ
で必須の働きを持つことが分かった。つまり、
「生体内」での MSC 細胞生物学的な特徴(どの
ような MSC が、どのような系列をたどり、ど
のような細胞となり、どのような機能を有する
のか)の一端が見えてきた。本講演では「間葉
系幹細胞」を題材として、幹細胞の階層性/系
譜の分子理解、その知見を踏まえた創薬・再生
医療への展望について紹介したい。  
記念講演 
ミュータント系実験動物育種と野生動物の 
実験動物化 
織田 銑一 
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元岡山理科大学理学部動物学科 
元岡山実験動物研究会会長 
 1965 年、牧場勤務を夢見て名古屋大学農学
部畜産学科に入学した。低空飛行で教養部も
学部も過ごし、畜産業に最も近いと考えて家
畜飼養学を希望していたが、希望者が多く、
結局４年生からの卒論研究室は家畜育種学講
座になった。家畜育種学講座（近藤恭司教授）
では在来家畜研究も行われていたが、教育研
究材料としてマウス、ショウジョウバエ、ウ
ズラ、ニワトリの系統が多数育成されていた。
これらの動物の世話はテーマに関係なく、教
員学生院生が行い動物育種・飼育繁殖の実践
の場になっていた。研究対象としては藤尾芳
久助手（後に東北大学教授）から提案された
ニワトリ Blue 羽色の遺伝子分析と色素細胞
の発生を選んだ。同時にマウス数系統の維持
を担当した。9 月の大学院入試は基準に達せ
ず不合格、また修士論文のまずさと意欲の欠
如を見透かされ、博士課程進学要件の欠如を
指摘された。ただ学生院生時代は方法論や哲
学、進化や発生といった書籍は好んで読むよ
うにしていた。修士時代の怠慢は博士課程進
学後にニワトリからマウスのミュータント系
育種にテーマを変更する原因になった。博士
課程ではミュータント系のほとんどに責任を
持つようになっており、自分でも新たな系統
を育成しミュータントの発見が喜びとなって
い た 。 マ ウ ス で は 歩 行 失 調 rolling 
Nagoya,rol が初の報告となり、小眼症 eye 
lens obsolescence,Elo（博士学位論文）、脊
柱短縮症 dumpy,dup、歩行失調 joggle,jog、
劣性致死遺伝子７つ（奇形を呈する）、歩行失
調 shambling,shm 、 多 指 症 polydactyly 
Nagoya,Pdn、内耳異常 cosa、被毛異常 rough  
fur,ruf等々、ラットでは尾奇形tail anomaly 
lethal,Talや歩行失調dilute opisthotonus, 
dop、スンクスでは巻き毛 curly hair,ch、ア 
ルビノ oculocutanous albinism Okinawa, 
o c a o、スクラーゼ活性欠損 s u c r a s e 
deficiency,suc 等々のミュータントを発見
したり、育成したり、または疾患モデルとし
て解析を行ったりした。 
 1960 年安保条約後、1963 年には青い目のニ
ワトリ事件といわれるように種鶏の輸入自由
化で日本のニワトリ育種は衰退し始める。同
時にサリドマイド事件が起き、実験動物とし
ての種差、系統差の課題が大きくなった。近
藤先生がニワトリ（及びウズラ）からマウス
育種に軸足を移した時期であり、日本産ハツ
カネズミ（野生モロシヌスマウス）からの系
統育成を開始した時期でもあった。マウスが実
験動物の王道なら、変わりもの（つまりミュー
タントと見做して）としてのモグラ、野生動物
の食虫類の実験動物化を目指して 1972 年秋か
ら検討を開始した。系統樹からみた哺乳類分類
学の勉強が動機となった。1973 年春から捕獲
飼育、1973 年秋に食虫類の 1 種ジャコウネズ
ミ（野生スンクス）の繁殖に成功した。既存の
実験動物にない特性が明らかになることによ
り、野生動物の実験動物化が実験動物学の一章
となっていくきっかけにもなった。以後、同じ
食虫類のジネズミ、野生のげっ歯類としてドブ
ネズミ、クマネズミ、カヤネズミ、ハタネズミ
などの繁殖集団確立の一端にも関与すること
ができた。 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
     平成 28 年度第１回理事会 
 平成 28 年 6 月 25 日（土）12:30～13:00 ま
で就実大学図書館５階ＡＶホール(講演会場) 
で開催された。 
１．平成 27(2015)年度の活動報告 
①研究会の開催(2 回):第 69 回例会(会員の持
ち回り会場)は 6月 26 日(金）13:00～17:30 ま
で川崎医科大学・現代医学教育博物館 2階大講
堂で大熊誠太郎先生・三上 崇徳氏のお世話で
開催された。一般講演 5 題(うち 1題は取り下
げ)、特別企画「動物実験と社会―適切な動物
実験の実施体制を考える―」、懇親会が企画さ
れた。第 70 回例会は 12 月 11 日(金) 10:00～
12:00まで加計学園 50 周年記念館ホール(岡山
理科大学)で愛甲博美先生・城ヶ原貴通先生・ 
目加田和之先生のお世話で開催された。特別講
演１題、一般講演 5題が企画された。 
②第４回実験動物科学シンポジウムの開催 
13:00～17:40 まで同会場で「新たな疾患モ
デル動物が切り開く橋渡し研究」のテーマで織
田銑一先生・愛甲博美先生・城ヶ原貴通先生・
目加田和之先生のお世話で開催された。このシ
ンポジウムは岡山実験動物研究会と(公社)日
本実験動物学会の共催、岡山理科大学の後援で
行われた。シンポジウム終了後、懇親会が日本
実験動物科学シンポジウムと共催で持たれた。 
③研究会報の発行・会員への送付 
会報第 31 号を 4 月に発行、5 月に会員へ送
付した。 
④研究会例会の宣伝活動 
 第 69 回・第 70回研究会例会及び第 4回実験
動物科学シンポジウムの開催案内を関係者に
送付した。 
⑤ホームページの更なる充実 
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⑥役員の交代 
理事の大熊誠太郎先生(川崎医科大学薬理
学教室・教授)が平成 28 年 3 月に定年退職さ
れたことから、理事は紅林淳一先生(川崎医科
大・中央研究センター・医用生物研究ユニッ
ト・ユニット長・教授)に交代された。 
⑦会員の異動 
入会:10 名、退会:7名 (逝去者 2名含む) 
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2回）理事会
(6 月 26 日、12月 11 日)、常務理事会(4 月
28 日、10 月 7 日) 
２．平成 27(2015)年度の会計収支報告 
平成 27(2015)年度(1 月 1 日～12 月 31 日)
の会計収支報告:収入の部として前年度繰越
金 477,477 円、会費（42 人 81口）81,000 円、
賛助会費(9 社)270,000 円、寄付金(三上崇徳
氏)5,472 円、郵便貯金利子 32 円、収入総額
は 833,981 円となり、一方、支出の部として、
印刷費(第 31 号会報)185,976 円、通信費
60,395 円、第 69 回例会謝金 20,000 円、補助
40,000 円、第 70 回例会補助 60,000 円、雑費
2,820 円、支出総額は 369,191 円で、残高は
464,790 円である。なお、雑費の内訳は振替
手数料(9 社)1,020 円、収入印紙(9 枚)1,800
円である。 
  会計収支報告は平成 28 年 1 月 20 日に監事
の先生方によって会計検査を受け、承認され
た。 
３．平成 28(2016)年度の会計収支中間報告 
1 月 1 日～6月 23 日までの会計収支中間報
告は収入の部として前年度繰越金 464,790 円、
会費（13 人 15 口）15,000 円、賛助会費 2
社)60,000 円、寄付金 0円、郵便貯金利子 13
円、収入総額は 539,803 円となり、一方、支
出の部として、印刷費(第 32 号会報)0 円、通
信費 44,000 円、第 71 回例会謝金・補助 0円、
第 72 回例会謝金・補助 0円、雑費 1,712 円、
支出総額は 45,712 円で、残高は 494,091 円で
ある。なお、雑費の内訳は振替手数料(2
社)260 円、収入印紙(5 枚)1,000 円、振替用
紙印字サービス 452円である。 
４．平成 28（2016）年度の活動経緯と計画 
①研究会の開催（2回） 
 第 71 回例会(会員の持ち回り会場)は 6 月
25 日(土)13:30～17:30 に就実大学図書館５
階 AV ホールで、工藤季之先生、古林呂之先生
(就実大学・薬学部)のお世話で開催されてい
る。一般講演 5題、特別講演 2題、懇親会が
企画されている。第 72 回例会は 11 月下旬～
12 月中旬、岡山理科大学を会場にして開催し、
企画としては記念講演 2題、特別講演 1題、
懇親会を予定している。             
②研究会報第 32 号の発行及び第 33 号の編集 
 第 32号の発行は 4月、会員への送付は 5月。 
岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテ 
ンツ登録及び公開を延長するとともに文献情
報誌の医中誌刊行会、JST知識基盤情報部へ会 
報を贈呈した。 
③講演要旨、投稿論文などのチェック体制、 
編集体制を確立するよう努める。 
④役員の選任(平成 29 年～30年度) 
会則第 6条(役員)、第 7条(役員の選任)、第 
9 条(役員の任期)に則って行う。  
⑤ホームページの更なる充実  会報第 32 号、 
研究会例会の案内、講演要旨などを掲載 
⑥会員の異動(1 月 1日～6月 23 日) 
入会：紅林淳一氏(川崎医科大・中央研究セン 
ター・医用生物研究ユニット) 
    竹内秀明氏(岡山大院自然科学研究科・ 
理学部生物学科・分子行動学研究室) 
    相澤清香氏(岡山大院自然科学研究科・
理学部生物学科・生体統御学分野) 
退会:吉田浩己氏(鹿児島大医第一病理学) 
     近藤康博氏(岡山大名誉教授)   
     朝田風太氏(サイトポート・インスティ 
      テュート㈱西日本オペレーション本部) 
     山本美江氏(元国立感染症研究所・獣医科 
        学部・第四室) (ご逝去)  
⑥会員の拡大 
⑦第 71 回例会の開催案内や参考資料「2015 
年度地区研究会の活動紹介」の別刷りを関係 
者へ送付した。第 72 回例会の開催案内も送付 
する計画である。 
５．平成 29（2017）年度の活動計画 
 ①研究会の開催(2回):第73回例会(会員の持   
ち回り会場)は6月下旬～7月上旬に重井医学   
 研究所の松山 誠先生のお世話で開催する予
定。会場については、現段階では未定である。
第74回例会は11月下旬から12月上旬に岡山
理科大学を予定している。 
②研究会報第 33 号の発行及び第 34 号の編集 
③例会などの宣伝活動 
④学生・院生・若手研究者・技術者が発表で   
きる機会を作る。 
⑤ホームページの充実 
⑥会員の拡大 
⑦理事会・常務理事会の開催(各 2回) 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
      平成 28 年度第 2 回理事会  
平成 28 年 12 月 9 日（金）12:30～13:00 ま 
で加計学園創立 50 周年記念館ホール(岡山理
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科大学)で開催された。 
１．平成 28(2016)年度の活動報告と活動計画 
①研究会の開催(2回）第 71 回例会(会員持ち
回り会場)は 6 月 25 日(土)13:30～17:40、就
実大学図書館 5階 AV ホールで工藤季之先生・
古林呂之先生のお世話で開催された。一般講
演 5 題・特別講演 2題・懇親会が企画された。 
第 72 回例会は 12 月 9 日(金)13:30～17:40、 
加計学園 50 周年記念館ホール(岡山理科大
学)で愛甲博美先生・目加田和之先生のお世話
で開催され、特別講演 2 題、記念講演 1 題・
懇親会が企画されている。 
②研究会報第 32 号の発行と第 33 号の編集 
第 32 号の岡山大学学術成果リポジトリー
等へのコンテンツ登録及び公開、文献情報誌
の医中誌刊行会、JST 知識基盤情報部への贈
呈 (5 月)、第 33 号の編集、平成 29年 4月発
行予定、記念講演・特別講演要旨、寄稿、施
設めぐり、参考資料、賛助会員による広告な
どの原稿募集、施設めぐりは岐阜大学生命科
学総合研究支援センターの二上英樹先生に原
稿を依頼。 
③投稿規定の改正 
現  行: 8.会報の発行予定月は 9 月の年 1 
回とし、6月末日を原稿提出の締切とする。 
 改正案: 8.会報の発行予定月は 4 月の年 1
回とし、1月末日を原稿提出の締切とする。 
④会員の異動 (6 月 24 日～12月 8日)  
入会:宝田剛志氏(岡山大学大学院医歯薬学 
総合研究科・組織機能修復学分野) 
     河邊憲司氏(岡山大学大学院医歯薬学 
総合研究科・組織機能修復学分野) 
退会:河本泰生氏(元岡山大学農学部) 
  坂口 英氏(岡山大学名誉教授・元岡山 
                大学農学部)  
   清水憲二氏(岡山大学大学院医歯薬学総
合研究科・分子遺伝学分野) 
高橋正侑氏(ノートルダム清心女子大学 
名誉教授)    
   山本敏男氏(岡山大学名誉教授・元歯学 
部教授) 
   渡辺良弘氏(高塚ライフサイエンス㈱) 
⑤次期(平成 29年～30年度)役員の選任  
  次期役員の選任については下記の会則に則 
って行い、平成 28年度第 2 回拡大常務理事会 
(10 月 26 日)及び第 2 回理事会(12 月 9日)で 
討議がなされた。その結果、役員の多くは留 
任となったが、常務理事の山本敏男氏は退職 
・退会のため退任されることになり、監事の 
高橋純夫氏も退任のご希望が出された。 
高橋氏の後任については、理事の互選によ 
り選出される予定である。新たに理事として 
竹内 栄氏及び常務理事に安藤元紀氏が選出さ 
れた。  
会則 
第 6 条(役員):本会に次の役員をおく。 
 1.理事 15 名以上 25名以内(うち、会長 1 名 
         及び常務理事 若干名)   
2.監事 2名  3.評議員 若干名 
第 7 条(役員の選任):会長及び常務理事は理事  
の互選によりこれを定める。理事は正会員の互
選により選出された者とする。監事及び評議員
は理事会が選出し、会長がこれを委嘱する。  
第 9 条(役員の任期):本会の役員の任期は 2 年 
とし、再選は妨げない。 
平成 29～30 年度 岡山実験動物研究会役員  
会  長 
国枝哲夫(岡山大・大学院環境生命科学研究科 
・動物遺伝学・教授） 
理   事 
愛甲博美(岡山理科大・理学部・動物学科・ 
教授） 
石井 猛(岡山理科大・工学部・教授） 
工藤季之(就実大・薬学部・薬学科・准教授) 
紅林淳一(川崎医科大・中央研究センター・ 
医用生物研究ユニット・ユニット長) 
嶋村三智也(㈱クラレ・くらしき研究センタ
ー・構造・物性研究所・主管） 
竹内 栄(岡山大・大学院自然科学研究科・生
体統御学分野・教授） 
松山 誠(重井医学研究所・分子遺伝部門・室 
長) 
樅木勝巳(岡山大・自然生命科学研究支援セン
ター・動物資源部門鹿田施設・教授) 
山下光治(㈱エイチ・エス・ピー・取締役・研         
究開発部長） 
山下広美(岡山県立大・保健福祉学部・栄養学 
科・教授) 
常務理事 
秋山耕陽(岡山大・自然生命科学研究支援セン
タ ・ー動物資源部門津島南施設・助教) 
安藤元紀(岡山大・大学院教育学研究科・細胞   
生理学研究室・教授） 
河田哲典(岡山大・大学院教育学研究科・家政
教育講座・教授） 
杉本幸雄(岡山大・大学院医歯薬学総合研究 
科・国際共同創薬基盤センター・准教授） 
内藤一郎(今治明徳短期大学・ライフデザイン
学科・教授） 
古本佳代(倉敷芸術科学大・生命科学部・生命 
動物科学科・准教授） 
三上崇徳(川崎医科大・中央研究部・中央研究 
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センター・技術員） 
目加田和之(岡山理科大・理学部・動物学科・ 
准教授） 
矢田範夫（岡山大・自然生命科学研究支援セ
ンター・動物資源部門・技術専門職員） 
監  事 
林 泰資（ノートルダム清心女子大・大学院 
人間生活学研究科・教授） 
⑥第 71 回研究会例会の開催案内及び参考資
料「地区研究会の活動紹介」の別刷りを日本
実験動物学会・中四国の動物実験施設の関係
者、各地区研究会に配付し、例会への参加を
呼びかけた。第 72 回研究会例会及び第二回中
四国地区動物実験施設連絡協議会開催の案内
についても県内の大学、中四国の動物実験施
設の関係者に配布した。上記の研究会例会、
連絡協議会の開催案内や企画内容については
HP に掲載した。 
⑧理事会・常務理事会の開催(各 2回) 
理事会 6 月 25 日(土)、12 月 9 日(金) 
常務理事会 4月27日(水、 10月26日(水) 
⑨その他 
公私立大学実験動物施設協議会 (公私動
協)の加入大学 (新規入会)(2016 年) 
  〇ノートルダム清心女子大学 8月10日付                                       
〇美作大学・美作大学短期大学部動物実験 
室  8 月 23日付 
２．平成 28(2016)年度の会計収支中間報告 
1 月 1 日～12 月 7 日までの会計収支中間報
告は収入の部として前年度繰越金 464,790 円、
会費（50 人 104 口）104,000 円、賛助会費 8
社)240,000 円、寄付金 0円、郵便貯金利子 13
円、収入総額は 808,803 円となり、一方、支
出の部として、印刷費(第 32 号会報)171,990
円、通信費57,168円、第71回例会謝金20,000
円、補助 55,000 円、第 72 回例会謝金・補助
0円、雑費 3,306 円、支出総額 307,464 円で、
残高は 501,339 円である。なお、雑費の内訳
は振替手数料(8 社)940 円、収入印紙(7
枚)1,400 円、振替用紙印字サービス 452 円、
振替受払通知票再発行料 514円である。 
３．平成 29(2017)年度の活動計画 
①研究会例会の開催(2 回）第 73 回例会(会員
持ち回り会場)は 7月 7日(金) 13:30～17:40 
まで岡山大学農学部講義室(予定)で松山 誠
先生(重井医学研究所)のお世話で開催を予定。                    
一般講演を中心として、特別講演、懇親会な
どを企画する。 
第 74 回例会は 12 月 1 日(金)又は 8日(金)
を候補日とし、岡山理科大学で愛甲博美先生、 
 
目加田和之先生のお世話で開催を予定してい
る。特別講演、記念講演、懇親会などを企画す
る。 
②研究会報第 33 号の発行・送付及び第 34 号の
編集 原稿提出の締切は平成 29 年 1 月末日。 
③会員の拡大 
④学生、院生、若手の研究者・技術者が研究発
表できる機会を作る。 
⑤ホームページの維持・充実 
⑥近隣大学・動物実験施設、関連学会、地区研
究会などとの連携協力、情報交換 
⑦理事会・常務理事会の開催(各 2回) 
 
第 72 回研究会例会以降の活動報告 
 特別講演、記念講演の講師の先生方に講演要
旨を依頼し、また会員にも寄稿を依頼した。施
設めぐりについては岐阜大学の二上英樹先生
に寄稿の依頼をした。参考資料「地区研究会の
活動紹介」の作成のために、HP にまだ掲載さ
れていない企画内容などについては事務局に
問合せを行い、返答をいただいた。 
 第 73 回例会は松山 誠先生(重井医学研究
所)のお世話で平成28年7月７日(金)に開催さ
れることが決まった。 会場の都合により岡山
大学農学部の講義室で行うことを予定してい
る。また、例会後の懇親会会場を予約した。  
第 74 回例会の会場予約は岡山理科大学の目
方和之先生にお願いしたが、すでに会場の先約
があったため、12 月上旬の開催ができず、11
月 17 日(金)に加計学園 50 周年記念ホール(岡
山理科大学)で開催することになった。 
2 月 8 日開催の常務理事会(メール会議)で、
監事の高橋純夫氏の後任として常務理事の河
田哲典氏が推挙、選任された。平成 29 年～30
年の岡山実験動物研究会役員については、本会
報 (65 頁) の「組織・会則」をご覧下さい。 
 
第 72 回研究会例会以降の会計報告 
 平成 28(2016)年度の会計中間報告に変化の
あった項目と金額のみを下記に示す。収入額は 
会費(53 人/115 口)115,000 円、寄付金(愛甲博
美先生・目加田和之先生)9,000 円で、収入総
額は 8,289,803 円、一方、支出額は通信費
58,008 円、第 72 回例会補助 50,000 円、雑費
8,706円(記念講演の花束代5,400円が加算)で、
支出総額は 363,704 円となり、残高は 465,099
円となった。前年度とほぼ同額を繰り越すこと
になった。 
 平成29(2017)年 1月 11日(水)に監事の先生
方によって会計監査が行われた。 
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